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は
じ
め
に

　

百
五
十
年
史
編
纂
事
業
の
進
捗
状
況
報
告
の
八
回
目
で
あ
る
。
今
回
は
、
二
〇
一
七
年
一
一
月
か
ら
二
〇
一
八
年
九
月
末
ま
で
（
二
〇

一
七
年
度
後
期
と
二
〇
一
八
年
度
前
期
）
の
状
況
を
報
告
す
る
。
以
下
、
編
纂
委
員
会
、
編
纂
専
門
委
員
会
、
第
１

巻
編
集
会
議
で
の
議
論

を
中
心
に
説
明
し
て
い
き
た
い
。

編
纂
事
業
の
進
捗
状
況

　

嶌　

田　
　
　

修
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一　

二
〇
一
七
年
度
後
期
の
状
況

（
一
）
各
委
員
会
の
概
要

　

二
〇
一
七
年
度
後
期
（
二
〇
一
七
年
一
一
月
〜
二
〇
一
八
年
三
月
）
は
、
編
纂
委
員
会
が
一
回
、
編
纂
専
門
委
員
会
が
二
回
行
わ
れ
た
。
以

下
、
各
回
の
概
要
（
日
程
、
議
題
等
）
を
開
催
日
順
に
示
す
。
な
お
、
二
〇
一
七
年
一
〇
月
の
出
来
事
に
つ
い
て
は
前
回
分
で
報
告
を
し
た
。

○
編
纂
専
門
委
員
会
（
二
〇
一
七
年
度
第
三
回
）
一
一
月
二
一
日
、
一
二
時
一
五
分
〜
一
三
時
三
〇
分
、
99
号
館
（
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
21
）
六
階
会
議

室
に
て
開
催
。
委
員
の
出
席
者
は
六
名
。

〈
協
議
事
項
〉
１

．
編
集
・
執
筆
体
制
お
よ
び
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
件
／
２

．『
早
稲
田
大
学
百
五
十
年
史
』
第
１

巻
の
編
集
・
執
筆
の
件

／
３

．『
早
稲
田
大
学
百
五
十
年
史
』
第
２

巻
の
編
集
方
針
の
件
／
４

．
Ｗ
ｉ
ｋ
ｉ
シ
ス
テ
ム
構
築
・
運
用
の
件

〈
報
告
事
項
〉
１

．
Ｗ
ｅ
ｂ
版
資
料
集
の
件
／
２

．
資
料
調
査
・
収
集
状
況
の
件
／
３

．
法
人
会
議
資
料
の
目
録
化
・
デ
ジ
タ
ル
化
状
況

の
件
／
４

．
大
学
関
係
者
聞
き
取
り
調
査
の
件
／
５

．
早
稲
田
大
学
大
学
史
セ
ミ
ナ
ー
の
件

○
編
纂
委
員
会
（
二
〇
一
七
年
度
第
二
回
）
一
二
月
二
〇
日
、
一
二
時
一
〇
分
〜
一
三
時
、
九
号
館
第
二
会
議
室
に
て
開
催
。
委
員
の
出
席

者
は
一
一
名
。

〈
協
議
事
項
〉
１

．
編
集
・
執
筆
体
制
お
よ
び
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
関
す
る
件
／
２

．『
早
稲
田
大
学
百
五
十
年
史
』
第
１

巻
の
編
集
・
執

筆
に
関
す
る
件
／
３

．『
早
稲
田
大
学
百
五
十
年
史
』
第
２

巻
の
編
集
方
針
に
関
す
る
件
／
４

．
Ｗ
ｉ
ｋ
ｉ
シ
ス
テ
ム
構
築
・
運
用
に
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関
す
る
件

〈
報
告
事
項
〉
１

．
早
稲
田
大
学
百
五
十
年
史
編
纂
専
門
委
員
会
の
報
告
に
関
す
る
件
／
２

．『
早
稲
田
大
学
百
五
十
年
史
』
第
１

巻
編

集
会
議
の
報
告
に
関
す
る
件
／
３

．『
早
稲
田
大
学
百
五
十
年
史
』
執
筆
要
領
お
よ
び
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
関
す
る
件
／
４

．
Ｗ
ｅ
ｂ
版
資

料
集
に
関
す
る
件
／
５

．
資
料
調
査
・
収
集
状
況
に
関
す
る
件
／
６

．
法
人
会
議
資
料
の
目
録
化
・
デ
ジ
タ
ル
化
状
況
に
関
す
る
件
／

７

．
大
学
関
係
者
聞
き
取
り
調
査
に
関
す
る
件
／
８

．
早
稲
田
大
学
大
学
史
セ
ミ
ナ
ー
に
関
す
る
件
／
９

．
執
筆
担
当
専
任
教
員
の
負

担
代
替
に
関
す
る
件

○
編
纂
専
門
委
員
会
（
二
〇
一
七
年
度
第
四
回
）
二
月
一
六
日
、
一
四
時
〜
一
五
時
四
〇
分
、
大
隈
会
館
Ｎ
三
〇
五
会
議
室
に
て
開
催
。
委

員
の
出
席
者
は
五
名
。

〈
協
議
事
項
〉
１

．『
早
稲
田
大
学
百
五
十
年
史
』
第
１

巻
の
編
集
・
執
筆
の
件
／
２

．『
早
稲
田
大
学
百
五
十
年
史
』
第
２

巻
の
編
集
方

針
の
件

〈
報
告
事
項
〉
１

．
編
集
・
執
筆
体
制
お
よ
び
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
件
／
２

．
Ｗ
ｉ
ｋ
ｉ
シ
ス
テ
ム
構
築
・
運
用
の
件
／
３

．
Ｗ
ｅ
ｂ
版
資

料
集
の
件
／
４

．
資
料
調
査
・
収
集
状
況
の
件
／
５

．
法
人
会
議
資
料
の
目
録
化
・
デ
ジ
タ
ル
化
状
況
の
件
／
６

．
大
学
関
係
者
聞
き

取
り
調
査
の
件
／
７

．
早
稲
田
大
学
大
学
史
セ
ミ
ナ
ー
の
件

（
二
）
各
委
員
会
で
の
議
論
の
内
容

　

以
下
、
各
委
員
会
で
の
主
な
議
論
を
適
宜
項
目
に
分
け
、
ま
と
め
て
い
く
。
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①
編
纂
日
程
に
関
し
て

　

Ｗ
ｉ
ｋ
ｉ
シ
ス
テ
ム
の
活
用
の
た
め
、
編
纂
日
程
の
変
更
に
つ
い
て
提
案
が
あ
り
（
Ｗ
ｉ
ｋ
ｉ
で
の
校
閲
等
を
組
み
込
む
た
め
、
各
巻
の
刊

行
時
期
を
二
年
先
に
設
定
）、
編
纂
委
員
会
に
お
い
て
承
認
さ
れ
た
。

②
編
集
・
執
筆
の
進
展

　

第
１

巻
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
方
針
を
変
更
し
、
主
に
第
１

部
・
第
２

部
を
優
先
的
に
書
き
進
め
る
こ
と
が
専
門
委
員
会
で
確
認

さ
れ
た
。
第
２

巻
に
つ
い
て
は
、
特
に
検
討
を
要
す
る
事
項
で
あ
る
「
大
学
紛
争
」
と
「
新
キ
ャ
ン
パ
ス
問
題
」
に
関
し
、
執
筆
に
際
し

て
の
基
本
方
針
、
資
料
状
況
、
検
討
課
題
な
ど
を
協
議
し
、
ま
た
、
今
後
調
査
を
要
す
る
事
項
と
し
て
「
学
生
の
状
況
」
を
挙
げ
、
入
試
、

授
業
、
ス
ポ
ー
ツ
・
サ
ー
ク
ル
活
動
、
卒
業
後
の
進
路
、
校
友
会
な
ど
具
体
的
な
テ
ー
マ
を
整
理
し
、
資
料
状
況
や
検
討
課
題
な
ど
を
協

議
し
た
。

③
Ｗ
ｉ
ｋ
ｉ
シ
ス
テ
ム
の
構
築
・
運
用

　
『
早
稲
田
大
学
百
年
史
』
閲
覧
・
検
索
シ
ス
テ
ム
（
百
年
史
Ｗ
ｉ
ｋ
ｉ
）
の
一
般
公
開
を
開
始
し
た
。
一
方
、
百
五
十
年
史
に
関
し
て
は
、

通
常
版
と
投
稿
版
の
二
本
立
て
で
進
め
る
こ
と
と
し
、
今
期
は
主
に
通
常
版
の
要
件
整
理
を
行
っ
た
。
ま
た
、
管
理
・
責
任
主
体
に
つ
い

て
は
、
通
常
版
を
百
五
十
年
史
編
纂
委
員
会
、
投
稿
版
を
文
化
推
進
部
が
担
う
こ
と
と
し
、
今
後
さ
ら
に
関
係
各
所
と
の
連
携
を
考
え
な

が
ら
進
め
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
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④
Ｗ
ｅ
ｂ
版
資
料
集
の
作
成

　

早
稲
田
人
名
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、
学
校
設
置
関
係
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、『
早
稲
田
学
報
』
記
事
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
等
の
作
業
進
捗
状
況
に
つ
い

て
報
告
し
た
。
ま
た
、
戦
争
犠
牲
者
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、「
早
稲
田
大
学
文
化
資
源
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
で
の
公
開
を
開
始
し
た
。

⑤
資
料
の
調
査
・
収
集

　

退
職
教
員
や
卒
業
生
の
ご
遺
族
よ
り
資
料
の
寄
贈
を
受
け
た
こ
と
、
ま
た
、
法
人
会
議
資
料
の
閲
覧
に
つ
い
て
、
法
人
課
と
運
用
ル
ー

ル
の
取
り
決
め
を
し
た
こ
と
等
を
報
告
し
た
。
聞
き
取
り
に
つ
い
て
は
、
三
木
妙
子
元
法
学
部
教
授
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
っ
た
。
ま
た
、

聞
き
取
り
済
み
デ
ー
タ
の
原
稿
化
に
向
け
て
編
集
作
業
を
行
っ
た
こ
と
を
報
告
し
た
。

⑥
情
報
発
信

　
『
早
稲
田
大
学
史
記
要
』
第
四
九
巻
（
二
〇
一
八
年
三
月
）
に
、
第
三
回
大
学
史
セ
ミ
ナ
ー
（
浅
古
弘
氏
）
の
講
演
録
を
掲
載
し
た
。
ま
た
、

百
年
史
Ｗ
ｉ
ｋ
ｉ
を
一
般
公
開
し
た
。

二　

二
〇
一
八
年
度
前
期
の
状
況

（
一
）
各
委
員
会
・
会
議
の
概
要

　

二
〇
一
八
年
度
前
期
（
二
〇
一
八
年
四
月
〜
九
月
）
は
、
編
纂
委
員
会
が
一
回
、
編
纂
専
門
委
員
会
が
二
回
、
第
１

巻
編
集
会
議
が
二
回

行
わ
れ
た
。
以
下
、
各
回
の
概
要
（
日
程
、
議
題
等
）
を
開
催
日
順
に
示
す
。
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○
第
１

巻
編
集
会
議
（
第
八
回
）
五
月
二
二
日
、
一
二
時
三
〇
分
〜
一
四
時
〇
〇
分
、
99
号
館
（
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
21
）
六
階
会
議
室
に
て
開
催
。

会
議
メ
ン
バ
ー
の
出
席
者
は
一
〇
名
。

〈
協
議
事
項
〉
１

．
編
集
・
執
筆
体
制
お
よ
び
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
件
／
２

．
執
筆
内
容
・
方
法
お
よ
び
分
担
の
件

○
編
纂
専
門
委
員
会
（
二
〇
一
八
年
度
第
一
回
）
六
月
五
日
、
一
二
時
一
〇
分
〜
一
三
時
二
〇
分
、
99
号
館
（
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
21
）
六
階
会
議
室
に

て
開
催
。
委
員
の
出
席
者
は
四
名
。

〈
協
議
事
項
〉
１

．
二
〇
一
八
年
度
編
集
体
制
お
よ
び
編
集
計
画
の
件
／
２

．『
早
稲
田
大
学
百
五
十
年
史
』
第
１

巻
の
編
集
・
執
筆
の

件
／
３

．『
早
稲
田
大
学
百
五
十
年
史
』
第
２

巻
の
編
集
方
針
の
件
／
４

．
退
職
教
職
員
の
編
纂
専
門
委
員
嘱
任
の
件
／
５

．
早
稲
田

大
学
大
学
史
セ
ミ
ナ
ー
の
件

〈
報
告
事
項
〉
１

．『
早
稲
田
大
学
百
五
十
年
史
』
第
１

巻
編
集
会
議
の
件
／
２

．
Ｗ
ｉ
ｋ
ｉ
シ
ス
テ
ム
構
築
・
運
用
の
件
／
３

．
Ｗ
ｅ

ｂ
版
資
料
集
の
件
／
４

．
資
料
調
査
・
収
集
状
況
の
件
／
５

．
法
人
会
議
資
料
の
目
録
化
・
デ
ジ
タ
ル
化
状
況
の
件
／
６

．
大
学
関
係

者
聞
き
取
り
調
査
の
件

○
編
纂
委
員
会
（
二
〇
一
八
年
度
第
一
回
）
七
月
四
日
、
一
二
時
一
〇
分
〜
一
三
時
、
大
隈
会
館
Ｎ
二
〇
一
会
議
室
に
て
開
催
。
委
員
の
出

席
者
は
一
〇
名
。

〈
協
議
事
項
〉
１

．
編
纂
専
門
委
員
選
出
に
関
す
る
件
／
２

．
二
〇
一
八
年
度
編
集
体
制
お
よ
び
編
集
計
画
に
関
す
る
件
／
３

．『
早
稲

田
大
学
百
五
十
年
史
』
第
１

巻
の
編
集
・
執
筆
に
関
す
る
件
／
４

．『
早
稲
田
大
学
百
五
十
年
史
』
第
２

巻
の
編
集
方
針
に
関
す
る
件

／
５

．「
早
稲
田
大
学
百
五
十
年
史
編
纂
専
門
委
員
会
運
営
要
領
」
改
定
に
関
す
る
件
／
６

．
退
職
教
職
員
の
編
纂
専
門
委
員
嘱
任
に
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関
す
る
件

〈
報
告
事
項
〉
１

．
早
稲
田
大
学
百
五
十
年
史
編
纂
委
員
に
関
す
る
件
／
２

．
早
稲
田
大
学
百
五
十
年
史
編
纂
専
門
委
員
会
の
報
告
に
関

す
る
件
／
３

．『
早
稲
田
大
学
百
五
十
年
史
』
第
１

巻
編
集
会
議
の
報
告
に
関
す
る
件
／
４

．
Ｗ
ｉ
ｋ
ｉ
シ
ス
テ
ム
構
築
・
運
用
に
関

す
る
件
／
５

．
Ｗ
ｅ
ｂ
版
資
料
集
に
関
す
る
件
／
６

．
資
料
調
査
・
収
集
状
況
に
関
す
る
件
／
７

．
法
人
会
議
資
料
の
目
録
化
・
デ
ジ

タ
ル
化
状
況
に
関
す
る
件
／
８

．
大
学
関
係
者
聞
き
取
り
調
査
に
関
す
る
件
／
９

．
早
稲
田
大
学
大
学
史
セ
ミ
ナ
ー
に
関
す
る
件
／

10
．
執
筆
担
当
専
任
教
員
の
負
担
代
替
に
関
す
る
件

○
第
１

巻
編
集
会
議
（
第
九
回
）
七
月
二
四
日
、
一
二
時
三
〇
分
〜
一
四
時
、
99
号
館
（
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
21
）
六
階
会
議
室
に
て
開
催
。
会
議
メ

ン
バ
ー
の
出
席
者
は
九
名
。

〈
協
議
事
項
〉
１

．
執
筆
分
担
の
件
／
２

．
執
筆
内
容
・
方
法
の
件

○
編
纂
専
門
委
員
会
（
二
〇
一
八
年
度
第
二
回
）
九
月
一
四
日
、
一
〇
時
〜
一
一
時
三
〇
分
、
99
号
館
（
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
21
）
六
階
会
議
室
に
て
開

催
。
委
員
の
出
席
者
は
六
名
。

〈
協
議
事
項
〉
１

．『
早
稲
田
大
学
百
五
十
年
史
』
第
１

巻
の
編
集
・
執
筆
の
件
／
２

．『
早
稲
田
大
学
百
五
十
年
史
』
第
２

巻
の
編
集
方

針
の
件

〈
報
告
事
項
〉
１

．『
早
稲
田
大
学
百
五
十
年
史
』
第
１

巻
編
集
会
議
の
報
告
の
件
／
２

．
Ｗ
ｉ
ｋ
ｉ
シ
ス
テ
ム
構
築
・
運
用
の
件
／
３

．

Ｗ
ｅ
ｂ
版
資
料
集
の
件
／
４

．
資
料
調
査
・
収
集
状
況
の
件
／
５

．
法
人
会
議
資
料
の
目
録
化
・
デ
ジ
タ
ル
化
状
況
の
件
／
６

．
大
学

関
係
者
聞
き
取
り
調
査
の
件
／
７

．
早
稲
田
大
学
大
学
史
セ
ミ
ナ
ー
の
件
／
８

．
執
筆
担
当
専
任
教
員
の
負
担
代
替
の
件
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（
二
）
各
委
員
会
・
会
議
で
の
議
論
の
内
容

　

以
下
、
各
委
員
会
・
会
議
で
の
主
な
議
論
を
適
宜
項
目
に
分
け
、
ま
と
め
て
い
く
。

①
編
纂
体
制
に
関
し
て

　

編
纂
委
員
の
改
選
が
あ
り
、
新
任
委
員
五
名
の
紹
介
を
含
め
、
確
認
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
編
纂
専
門
委
員
の
選
出
が
あ
り
（
七
名
）、

承
認
さ
れ
た
。
そ
の
際
、「
早
稲
田
大
学
百
五
十
年
史
編
纂
専
門
委
員
会
運
営
要
領
」
の
改
定
、
お
よ
び
、
退
職
教
職
員
の
編
纂
専
門
委

員
嘱
任
に
つ
い
て
提
案
を
し
、
承
認
さ
れ
た
。
事
務
局
メ
ン
バ
ー
に
つ
い
て
は
、
四
月
に
第
１

巻
担
当
の
非
常
勤
嘱
託
職
員
（
一
名
）、

第
２

巻
担
当
の
非
常
勤
嘱
託
職
員
（
一
名
）
の
就
任
（
交
代
）
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
広
報
・
庶
務
業
務
を
受
け
持
つ
専
任
職
員
（
一
名
）
が

メ
ン
バ
ー
に
加
わ
っ
た
。

②
編
集
・
執
筆
の
進
展

　

第
１

巻
に
つ
い
て
は
、
四
月
か
ら
新
た
に
加
わ
っ
た
執
筆
メ
ン
バ
ー
の
担
当
項
目
（
主
に
第
３

部
、
第
４

部
）
を
検
討
・
調
整
し
、
さ
ら

に
全
体
に
わ
た
り
分
担
を
調
整
し
、
執
筆
を
進
め
た
。
第
２

巻
に
つ
い
て
は
、
重
要
事
項
を
組
み
込
ん
だ
時
期
区
分
案
と
構
成
案
を
提
示

し
、
協
議
を
進
め
た
。

③
Ｗ
ｉ
ｋ
ｉ
シ
ス
テ
ム
の
構
築
・
運
用

　

百
年
史
（
公
開
済
）
と
百
五
十
年
史
通
常
版
お
よ
び
投
稿
版
な
ど
を
有
機
的
に
結
合
し
た
包
括
的
な
Ｗ
ｉ
ｋ
ｉ
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
め

ざ
し
、
主
に
『
早
稲
田
大
学
百
五
十
年
史
』
編
集
・
公
開
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
要
件
整
理
を
進
め
た
。
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④
Ｗ
ｅ
ｂ
版
資
料
集
の
作
成

　

早
稲
田
人
名
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、『
早
稲
田
学
報
』
記
事
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
等
の
作
業
進
捗
状
況
に
つ
い
て
報
告
し
た
。
ま
た
、
学
校
設
置

関
係
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
、
資
料
画
像
の
公
開
に
向
け
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
着
手
し
た
こ
と
、
課
程
表
・
学
科
配
当
表
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
、

第
１

巻
対
応
分
の
デ
ジ
タ
ル
化
が
完
了
し
た
こ
と
を
報
告
し
た
。

⑤
資
料
の
調
査
・
収
集

　

退
職
教
員
よ
り
資
料
の
寄
贈
を
受
け
た
こ
と
を
報
告
し
た
。
ま
た
、
聞
き
取
り
調
査
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
調
査
計
画
を
示
す
と
と
も

に
、
商
学
部
不
正
入
試
関
係
の
調
査
（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
打
診
）
に
つ
い
て
は
難
航
し
て
い
る
こ
と
、
聞
き
取
り
済
み
デ
ー
タ
の
原
稿
化
に

つ
い
て
は
次
号
の
『
早
稲
田
大
学
史
記
要
』
に
掲
載
す
べ
く
編
集
作
業
を
行
っ
て
い
る
旨
を
報
告
し
た
。

⑥
そ
の
他
の
事
項

　

執
筆
担
当
専
任
教
員
の
負
担
代
替
に
つ
い
て
、
原
稿
料
を
支
払
う
段
取
り
が
で
き
た
旨
を
報
告
し
た
。
ま
た
、
本
件
に
関
し
て
は
、
授

業
コ
マ
数
軽
減
と
い
う
点
で
も
引
き
続
き
検
討
し
て
い
く
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

お
わ
り
に

　

こ
の
一
年
、
第
１

巻
に
つ
い
て
は
草
稿
執
筆
作
業
が
進
み
、
ま
た
第
２

巻
に
つ
い
て
は
構
成
案
が
検
討
さ
れ
る
な
ど
、
百
五
十
年
史
が
、

よ
り
具
体
的
に
、
よ
り
広
い
ス
パ
ン
で
見
え
つ
つ
あ
る
状
況
に
入
っ
て
き
た
。
他
方
、
百
年
史
Ｗ
ｉ
ｋ
ｉ
の
公
開
や
百
五
十
年
史
Ｗ
ｉ
ｋ
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ｉ
の
構
築
準
備
な
ど
を
通
し
て
、「
新
し
い
大
学
史
」
と
い
う
も
の
を
あ
ら
た
め
て
模
索
し
た
一
年
で
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　

次
の
一
年
は
、
い
よ
い
よ
第
１

巻
の
執
筆
・
編
集
作
業
が
佳
境
に
入
る
。
ま
た
、
聞
き
取
り
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
調
査
に
つ
い
て
は
、

解
決
す
べ
き
課
題
が
数
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
引
き
続
き
、
編
纂
事
業
の
さ
ら
な
る
進
捗
を
は
か
る
べ
く
、
日
々
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。


